
Ⅰ．はじめに

　軽いぬめりとつるんとした食感が特徴的なムキタケ

（Panellus serotinus.）は，お吸い物や鍋物，煮物等色々な料理

で楽しむことができ，有用な食用きのこの一つと考えられる。当

場では，これまで主に空調施設を利用したムキタケの菌床袋栽培

技術の開発に取り組み，栽培条件等を明らかにしてきた（1，2）。

　しかし，農林家への栽培普及を考えた場合，空調施設等の設備

投資に要する経費が高いことがネックとなり，県内での普及が進

んでいない現状がある。

　そこで，低コストな簡易施設栽培として，発生段階で空調施設

を利用しない無加温・無加湿のビニールハウス（以下，簡易ハウ

ス）内で栽培を行い，簡易ハウス向き菌株の選抜試験を行った。

また，得られた簡易ハウス向き菌株を用いて，これまで培地基材

に主に用いてきたブナオガコより安価で，県内で調達可能な雑木

チップを用いた栽培試験を行ったので，その結果を併せて報告す

る。

Ⅱ．材料及び方法

１．簡易ハウス向き菌株の選抜

　試験には，当場で分離・保存しているムキタケ野生菌株の中か

ら，苦みの少ない食味優良菌株（3）を主体に１９菌株を使用した。

　簡易ハウスは，蒲原の報告（4）にあるものと同じものを使用

した。培地基材には，ブナオガコと米ぬかを容積比で１０：３とな

るように混合し，含水率を６５％に調整した。１菌床あたり１．５kg

ずつポリプロピレン（PP）製の栽培袋に充填し，１２１℃，１気圧

で１時間滅菌した。２３℃，湿度６０％の培養室で１００日間暗培養し

た後，簡易ハウス内で芽出し（袋カット）・育成・収穫を行い，

対照区として，通常の空調施設内（１０℃，湿度９０％以上，５００ル

クス ･１０h ／ day）で栽培した場合と比較した。

　なお，供試数量は各菌株とも簡易ハウス，空調施設でそれぞれ

５袋ずつとした。

２．雑木チップの利用

　試験には，Ⅱ－１で簡易ハウス向きの菌株として選抜された菌

株のうち，最も収量の多かった菌株の SPs －１３を使用した。

　培地基材の雑木チップには，県内で菌床シイタケ用に販売され

ている雑木チップ（シイ・ナラ類主体）のうち，これまでの試験

（5）で培地基材への使用が最も有望と思われたK２（８mm

メッシュ通過分）チップを使用した。

　試験区は，培地基材がK２のみのもの（K２ ･１００％区），K２

とブナオガコを容積比で２：８となるように混合したもの（K２

･２０％区），及び従来のブナオガコのみを使用したもの（対照区）

を設定した。栄養剤の米ぬかは，それぞれ培地基材に対して容積

比で１０：３となるように添加した。Ⅱ－１同様に，培養終了後は，

それぞれ簡易ハウスと空調施設で収穫まで管理した。

　なお，供試数量は各試験区３菌床（１．５kgPP 袋）ずつとした。

Ⅲ．結果と考察

１．簡易ハウス向き菌株の選抜

　図－１に，簡易ハウス向き菌株の選抜試験結果を示した。簡易

ハウスでは，SPs －２，７，３１を除く菌株で供試した５菌床すべて

から子実体を収穫することができた。SPs －７は，空調施設を利

用した菌床栽培において子実体の形質，収量，食味が優良な菌株

として選抜されたものだったが，簡易ハウスでは原基が満足に成

長せず，収量が極端に少なかった。

　一方、SPs －１３，８９，９７については，培地重量あたりの収量が

２４％～３４％と良好な結果を示し，子実体の形質も概ね良好であっ
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た。SPs －４８，５３，KPs －１１については，収量はまずまずであっ

たが，子実体の変形がみられたり，芽数が多すぎて子実体が小型

化するなどの傾向がみられた。同一菌株においても，簡易ハウス

と空調施設では，収量が大きく異なるものがみられ，簡易ハウス

向きの菌株を選抜することの重要性が確認された。

　簡易ハウスを使用した平成１７年１月１日～３月１６日までのハウ

ス内の温湿度を自記温湿度計（いすず３－３１２６）で計測した。図

－２に１日の平均・最高・最低温度の推移を示した。月平均温度

は，１月が５．７℃，２月が７．４℃，３月が１１．７℃であった。ムキタケ

の発生温度が１０℃前後であることを考慮に入れると，場内に設置

した簡易ハウスでは，３月中旬ぐらいまで栽培可能であると考え

られた。

　図－３に２月１１日（快晴）の１時間毎の温度と湿度の推移を示

した。日中一時的にハウス内の温度が２０℃を超え，湿度が６０％程

度まで低下したが，気温の低下とともに湿度が上昇し，平均する

と９０％程度の湿度が確保されていることが確認された。今回，簡

易ハウス向きの菌株として選抜された菌株は，総じて空調施設で

の収量が低かったが，ハウス内での温度変化が収量に好影響を与

えている可能性が考えられた。

２．雑木チップの利用

　図－４に収穫調査の結果を示した。すべての試験区で簡易ハウ

スの方が，空調施設よりも収量が多かった。また，簡易ハウスに

おいては，すべての試験区で培地重量あたりの収量が３０％を超え

ていた。

　図－５に接種から収穫までに要した栽培日数（加重平均）を示

した。すべての試験区で簡易ハウスの方が，空調施設よりも栽培

日数が長くなる結果となった。空調施設では，これまでの試験同

様に接種から収穫までに要する栽培日数は１４０日前後であったが，

簡易ハウスではそれより１０日程度遅れる傾向を示した。

Ⅳ．まとめ

　今回の試験により，発生段階で簡易ハウスを用いる栽培に適し

147

九州森林研究　No．６０　２００７．３

図－１．簡易ハウス向き菌株選抜試験結果

図－２．簡易ハウス内の温度推移

図－３．簡易ハウス内の１日の温湿度の推移

図－４．SPs －１３収量

図－５．SPs －１３の栽培日数（接種～収穫）



た菌株をいくつか選抜することができた。それらの菌株を用いて

栽培した場合，通常の空調施設に比べて収穫が１０日前後遅れる傾

向にあったが，培地重量あたりの収量は非常に良好で，なかには

培地重量あたりの収量が３０％を超える菌株もあった。また，県内

で調達可能な雑木チップを用いた栽培でも良好な結果が得られ，

簡易ハウス栽培の普及に向けての可能性が高まったと考えられた。

今後は，林間を活用した簡単な雨よけ程度の施設での培養試験を

行いたい。
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